
御所地区小学校の校章と由来について

昭和33年、校舎が新築され、大村中学校が独立校になったことにより、新しい伝統を創り出し、学校に誇り
をもってもらいたいと願い制定されました。
旧御所村のシンボルが「柏の葉」であったことから、御所のみなもと、大村の「大」の字を意味する５枚の柏
の葉をあしらっています。
大村小学校の児童であることに誇りと自覚をもつようにと、願いを込めて、中心に「小」の文字をいれたもの
です。

校章は、昭和38年7月に制定されました。
背景に男助山を配し、三つの葉は南畑小学校の学区である鶯宿・南畑・西安庭の三地区を示しています。
さらに、児童の健全な育成を願う、知と徳と体の三つを表現したものです。

白梅の花びら５枚に５行政区の願いを込めている。「アニワ」の文字を円形に配して、「小」の文字を囲み、
それを行政区全体で包み込み、守り育てている。
梅は、寒さに耐え春に先がけて咲き、花は清くあくなき芳香を放ち、実となって人のためになるといいます。

大村小学校

南畑小学校

安庭小学校



御所中学校




